
 

 

 

 

学校だより 第１０号 

令和５年１２月２２日 北斗市立島川小学校 

【学校教育目標】 未来をひらき 心豊かに たくましく生きる力の育成 

☆ 進んで学びつづける子 
☆ 広い心で思いやる子 
☆ たくましく生きる子 

令和５年度 重点教育目標 
 明日も学びに向かう子 

学校ホームページ https://hokuto.ed.jp/shimasyo/ ⇒ 

「夢」の実現 

校長 大山 真由美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１月の主な予定 ｢早寝,早起き,朝ごはん!｣ 

１(金) 学校閉庁日(～1/3まで) 

１２(金) 英検大野中会場 

１７(水) 始業式 集団下校訓練 

１８(木) ４時間授業(給食あり) 

     二計測（中休み） 

１９(金) ４時間授業(給食あり) 

２２(月) 冬休みチャレンジ展(～2/1) 

２３(火) 放課後学習(1-2年) 

２４(水) 全校朝会 委員会活動 

２５(木) スポーツクラブ 

     市Ｐ連理事会18:00かなで～る 

２６(金) 地域参観日 

     放課後学習(3-6年) 

３０(火) 社会科見学３年（郷土資料館他） 

     放課後学習(1-2年) 

 

       夢なき者に理想なし、 

       理想なき者に計画なし、 

       計画なき者に実行なし、 

       実行なき者に成功なし。 

       故に、 

       夢なき者に成功なし。 

 

これは、江戸時代後期(幕末動乱の時代)に松下村塾

を開き、のちの明治維新で重要な働きをする多くの若

者に影響を与えた吉田松陰の言葉です。 

『成功する人には夢がある』ということです。成功し

た人たちはみな、「夢」をもつことから始まります。 

本校の児童に「夢はなんですか?」と質問したこと

があります。 

「今やっている勉強ができるようになりたい」 

「ポケモントレーナーになりたい」 

「みんなともっと仲良くなりたい」 

「お母さんを助けて楽にしてあげたい」 

「プロゲーマーになりたい」 

「動画編集等のクリエイターになりたい」 

「動物が好きだから、獣医さん」 

「世の中の人のために介護士とか作業療法士とか」… 

学年が上がれば、より具体的なイメージの話が出てき

ます。そして、どの子もその夢の実現のために、今、

自分たちの目の前にある学習、生活をしっかりと成し

遂げながら、積み上げていくことが大切であるという

話をしてくれました。 

 

夢の有様は、発達の段階で変化していくものです

が、何かを始めるには大切な思いです。令和 5 年度の

学校生活も３学期４５日(６年４２日)です。児童一人

一人を目標に向かって少しずつ前進させたいです。 

本日で２学期が無事に終了しました。これも保護者

の皆様、地域の皆様の本校の教育活動に対しての御理

解と御協力の賜物です。ありがとうございました。 

（上）全校タイピング大会 

いろいろな体験と出会いながら， 

自分だけの夢の種を見つけてほしい。 

全校ながなわ大会（下） 

https://hokuto.ed.jp/shimasyo/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの気持ち、役立ててください！   

１１月 『赤い羽根共同募金活動』 に取り組みました。

児童会が中心となって全校に「皆さんの優しい気持ち

で，協力お願いします。」と声をかけて募金を集め，共同

募金会へ ５，２２６円をお渡ししました。 

１月２６日(金) 地域参観 ご来校 お待ちしています。  

年明け３学期の１／２６(金)，本校で『地域参観日』を開催します。小学校で日常的に

使うようになった 1 人１台のタブレットパソコン。子供たちはどんなふうに活用して 

いると思いますか？この日は，本校体育館で，子供たちがふだ

ん取り組んでいる「デジタルドリルで漢字練習」「レゴを使って，

プログラミング」「キーボードで文章を打つ練習」など，令和の 

子供たちの学ぶ姿をご覧いただけたらと思います。 

よろしかったら，ぜひ子供たちと一緒に体験もしてみませんか？ 

どうです？ 

私の技は？ 

僕の作ったゲーム，クリアできるかな？  
１１月『北海道小中学生プログラミングコンテスト』が木古内で開催

され，本校から４名の児童が自作のプログラムを応募しました。その

中から１名が見事佳作に入選。立派な賞状が届きました。 

プログラムを見せてもらうと，楽しく遊べる対戦ゲームに仕上がっ

ており，小学生でもこれだけのゲームが作れるんだなと感心します。 

町で暮らす全ての人が助け合って，自分らしく生活を 

送ることができるようにするための募金です！ 

スクラッチで， 

組んでみました 

便利さの中に落とし穴 
1２/７(木)講師の先生をお招きし，情報モラ

ル授業「スマホ・ケータイ安全教室」を全学

年対象に行いました。インターネットの仕組

みから，ＳＮＳなどを使う際に起こるかもしれ

ない「なりすまし」等のトラブル事例，スマホ

の使い過ぎによる健康被害等，便利さの陰

の危険について学びました。参加した児童

は，『自分なりにルールを決めて使う事が大

切』と気づくことができました。 １２月の島川小 
そうか，便利だけど 

危険もあるんだね。 

跳べ！ 美しく！ 軽やかに！  
 1２/５(火)全校での体育的

行事「全校縄跳び大会」を

行いました。１分間の合計で

何回跳べるかを測ったり，

自分の得意な跳び方をみ

んなに披露したりと，２学期

の体力づくりの成果を発表

することができました。 
ぼくだって！ 

私たちだって，がんばるわ！！ 

 相手は同年齢と思って交流していたら， 

 実は全然違う人だったという事件も…。 


